
失敗事例研究 T22

Ｐ１
失敗事例とその背景、
問題の対象から原因

を分析する

Ｄ２*
失敗のカテゴリ

（病名）

Ｐ３
原因を原因
まんだらで
分類する

Ｄ５
予防策
（予防法）

原因まんだら＊
（L1)

原因まんだら＊
（L２)

Ｄ１
(病気になった)

原因

Ｐ２
原因から解決策を

まとめる

Ｄ０
失敗事例(病状)

背景(発生状況)

背景の再確認
を含む

Ｄ３
Ｌ１/Ｌ２の分類と開発者
/管理者の区別を追加
した失敗事例と背景

Ｄ４
管理者・開発者別
解決策（治療法）

Ｐ４
L1で分類された
病気の治療法の
共通点から予防
法を抽出する

開発者・管理者別
原因に分類

Ｄ２*
失敗のカテゴリ

（病名）

確認予定

組織文化



Ｄ０

失敗事例(病状)

背景(発生状況) Ｄ４．３

管理者の解決策

Ｐ２

原因から解決

策をまとめる

組織の文化

Ｐ４．２

L1で分類された管理

者の病気の治療法

の共通点から予防

法を抽出する

Ｄ３．１

Ｌ１/Ｌ２の分類と開発者の

区別を追加した失敗事例と

背景

原因まんだら

(L1/L2)

Ｐ３.１

開発者の原因を

原因まんだらで

分類する

Ｄ５．２

管理者予防策

(予防法)

Ｐ１

失敗事例とその

背景、問題の対

象から原因を分

析する

Ｄ２

原因のカテゴリ

(病名)

Ｄ１

(病気になった)

原因

Ｄ４．２

開発者＆管理者の解決

策

開発者・管理者別原

因に分類

背景の再確認を含む

Ｄ４．１

開発者の解決策

Ｐ３.３

管理者の原因を

原因まんだらで

分類する

Ｐ３.２

開発者＆管理

者の原因を原因

まんだらで分類

する

Ｄ３．２

Ｌ１/Ｌ２の分類と開発者＆管理

者の区別を追加した失敗事例

と背景

Ｄ３．３

Ｌ１/Ｌ２の分類と管理者の

区別を追加した失敗事例

と背景

Ｐ４．１

L1で分類された開

発者の病気の治療

法の共通点から予

防法を抽出する

Ｄ５．１

開発者の予防策

(予防法)

確認予定

原因まんだらの”個人に

起因する原因”を”開発者

の問題”と判断し分類する

原因まんだらの”組織に起因する原

因”を”管理者の問題”と判断し分類

する

原因まんだらの”個人に起因する原因”と”組

織に起因する問題”の両方に当てはまる原因

を”開発者＆管理者の問題”と判断し分類す

る

ID

問題（症状） 背景（発症状況） カテゴリ（病名）
（病気になった）

原因

原因分類

解決策
（かかった病気への治療法）

対
象
者
（患
者）

原因
曼荼羅

L
2
L1

2
変更3点セットに対す

るレビューに存在しな

い“有識者”を求めて

いる。

レビューは人に依存する
部分はあるが、成果物の
できばえに影響をうける
こともある。問題の原因
分析で、「レビュープロセ
ス」までは特定したものの、
レビューの進め方の問題
なのか、成果物の問題な
のか、レビューアの問題
なのかというところまで追
求していない。
そのような組織では、レ
ビューモレの原因は安直
にレビューアの問題と認
識されているかもしれな
い。その結果、“有識者”
と認識される人がいない
組織では、“有識者”を求
めてしまう。

有識者しんど

ろーむ

有識者を言い訳にし

ている。原因の深堀

ができていないため。
開
発
者

誤
っ
た
理
解

誤
判
断
（個
人
）

①“有識者”でないとできないと決めつけるのではなく、そこで確保できる人たちで、
レビューできる範囲を確認し押さえていく。
②レビュー範囲を手分けしたりして少しずつ対応できる範囲を広げることで、“有
識者”に依存しない状態にする。
③レビューモレなどのエラーに対して具体的に原因と対応策を検討することに
よって、成果物の構成や書き方によって解決できることと、レビューアのスキルが
必要なことを区別する。
※「有識者」＝ ドメイン知識を持った人という意味
※ドメイン知識を有するための組織的な取り組みが必表（組織にその重要性を理
解させる）

有識者を引っ張って
こない・育てていな
い・アサインしていな
いことに問題がある
のではないか。これ
は管理側がなすべき
こと。

管
理
者 戦

略
・企
画
不
良

企
画
不
良
（組
織
）

有識者がいない、または育たない主要な理由として、ドメイン知識が欠如している
ことが考えられる。
変更方法の技術的なことへのコメントを求めているのか、そこを変更することで影
響の出る機能などへの気づきを求めているのか？
後者であれば、その組織で必要なドメイン知識を整理していく中で育成できる。
（それしかない）

Ｄ４．３
管理者の解決策

Ｄ４．２
開発者＆管理者の

解決策

Ｄ４．１
開発者の解決策

Ｄ１
(病気になった)

原因

Ｄ２
原因のカテゴリ
(病名)

Ｄ３．３

Ｄ３．２

Ｄ３．１
Ｌ１/Ｌ２の分類と開発者の区
別を追加した失敗事例と背景

原因まんだら L1 （病気にかからないための）予防策

誤判断（個人）
～「小手先の対策では問題は解決しない。」～
◆発生した事象から真の原因を追究する組織文化があること。
◆対策を検討する場合、その対策を実施した際の効果を定量化（または定性化）すること。
◆全ての問題を一挙に解決するのではなく、まずは効果が期待できそうな部分から段階的な対策（導入など）も検討すること。

企画不良（組織）
～「組織・人財を育てよう」～
◆各現場ごとの課題を明確にし、組織的に改善を検討する組織があること。
◆予め、目的、改善対象、導入効果を明確化(実現検討も含む)しておくこと。
◆中長期的な視点で、会社全体/現場組織での技術人財戦略の立案しておくこと。

※現状の悪さを表す定量的な数値が取れていて、これらをどう改善していくかを企画の段階で明確にしていることが重要。（メジャメントの習慣があることが必要）

Ｄ５．１
開発者の予防策
(予防法)

Ｄ５．２
管理者予防策
(予防法)

失敗事例を分析したPFD

分析プロセス上の成果物と処方箋リストの対応

XDDP導入を成功に導く処方箋リスト

失敗事例研究 Ｔ２２

Ｄ０
失敗事例(病状)
背景(発生状況)
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T22
１．症状と治療法（抜粋）

２．予防策（抜粋）

XDDP導入を成功に導く処方箋リスト

予防策へ
いいね

Ｔ２２


